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ゆ
め
ノ
ミ
か
ヽ
乙
了
印

菅波茂

　
２
０
１
６
年
３
月
９
日
か
員
、
自
治
体
組
長
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

ら
３
日
開
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
首
理
事
長
、
医
師
、
小
規
模
融

都
の
マ
ニ
ラ
郊
外
に
あ
る
Ｄ
賀
金
融
機
関
経
験
者
、
Ｄ
Ａ

Ａ
Ｐ
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
開
発
ア
Ｐ
ス
タ
ッ
フ
ら
。
創
設
者
と

カ
デ
ミ
ー
）
の
研
修
セ
ン
タ
し
て
の
私
と
、
実
務
者
と
し

１
で
第
１
回
Ｇ
Ｐ
Ｓ
Ｐ
（
世
て
の
メ
ル
カ
ド
氏
が
共
同
理

界
平
和
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
事
長
に
承
認
さ
れ
た
。
Ｇ
Ｐ

プ
）
世
話
人
会
議
（
英
語
名
Ｓ
Ｐ
カ
ウ
ン
シ
ル
は
３
年
ご

で
は
「
カ
ウ
ン
シ
ル
」
と
な
と
に
任
朋
恵
新
制
で
、
再
任

っ
た
）
が
聞
か
れ
た
。
Ｇ
Ｐ
可
。
定
例
会
議
は
年
に
２
回

Ｓ
Ｐ
の
目
的
は
、
「
オ
ー
プ
あ
る
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
Ｐ
の
事
務
所

ン
相
互
扶
助
」
を
世
界
平
和
は
ク
ア
ラ
ン
プ
ー
ル
に
、
事

に
向
け
て
啓
蒙
普
及
す
る
社
務
局
機
能
は
マ
ニ
ラ
の
Ｄ
Ａ

会
運
動
と
の
大
前
握
の
も
Ｐ
内
に
設
置
さ
れ
、
1
6
年
は

と
、
平
和
構
築
▽
生
活
支
援
ア
ジ
ア
規
模
で
準
備
を
進

▽
教
育
支
援
▽
健
康
増
進
－
め
、
1
7
年
か
ら
正
式
に
稼
働

－
の
４
分
野
に
つ
い
て
の
活
す
る
予
定
だ
。
1
4
年
Ｈ
月
に

動
方
針
が
熱
心
に
討
議
さ
れ
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
設
立
3
0
周
年
祝
賀

だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
で
発
表
さ
れ
た
Ｇ
Ｐ
Ｓ
Ｐ

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
の
参
加
者
構
想
が
、
い
よ
い
よ
具
現
化

は
Ｄ
Ａ
Ｐ
上
級
副
学
長
で
あ
す
る
時
が
来
た
。

る
メ
ル
カ
ド
氏
の
貴
重
な
人
　
平
和
構
築
の
分
野
で
１
９

脈
を
総
動
員
し
た
、
ぞ
う
そ
９
８
年
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
経
験

う
た
る
多
彩
な
メ
ン
バ
ー
だ
し
た
、
す
べ
て
の
ア
フ
ガ
ニ

っ
た
。
大
学
学
長
経
験
者
や
、
ス
タ
ン
の
子
ど
も
た
ち
に
ワ

軍
と
警
察
の
高
官
、
国
会
議
ク
ヂ
ン
接
種
を
終
了
す
る
ま

第L回ＧＰＳＰ世話人会議lnフィリピン
で
、
戦
闘
行
為
を
中
止
す
る
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
北
部

　
「
ワ
ク
チ
ン
停
戦
」
の
た
め
同
盟
に
は
、
大
地
震
に
襲
わ

に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
れ
た
北
部
同
盟
地
域
の
被
災

タ
リ
バ
ン
公
共
福
祉
大
臣
ア
者
救
援
活
動
実
施
で
、
そ
れ

ッ
バ
ス
氏
と
、
北
部
同
盟
か
ぞ
れ
信
頼
を
得
て
い
た
。
加

ら
外
務
副
大
臣
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
え
て
日
本
政
府
と
の
連
携
を

氏
を
岡
山
に
招
へ
い
し
た
プ
説
明
し
た
。
信
頼
形
成
こ
そ

ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
し
た
。
タ
平
和
構
築
の
要
だ
と
。

リ
バ
ン
政
権
に
は
、
パ
キ
ス
　
期
せ
ず
し
て
参
加
者
か
ら

タ
ン
に
い
る
２
０
０
万
人
の
は
、
↓
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
の
平

ア
フ
ガ
ン
難
民
帰
還
の
た
め
和
構
築
へ
の
ヂ
ャ
レ
ン
ジ
を

に
医
療
と
教
育
施
設
の
整
備
す
べ
き
だ
」
　
「
遅
れ
て
い
る第１回ＧＰ Ｓ=Ｐ世話人会議の参加メンバー。メルカド氏

　（後列左から６人目）や筆者（同右から15人目）

イ
ス
ラ
ム
教
徒
地
区
の
医
療
に
も
将
来
性
が
あ
る
。
教
育

整
備
に
よ
る
信
頼
形
成
を
」
　
分
野
で
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
Ｐ
キ
ッ

　
「
平
和
構
築
と
健
康
増
進
分
ズ
ヘ
の
教
育
機
会
の
提
供
や

野
だ
け
で
な
く
、
宗
敬
老
と
意
欲
と
能
力
の
あ
る
子
ど
も

の
連
携
も
不
可
欠
」
　
「
イ
ン
た
ち
へ
の
奨
学
金
設
立
に
加

ド
ネ
シ
ア
元
副
大
統
領
の
力
え
、
日
本
人
に
は
思
い
も
つ

ラ
氏
が
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
和
平
か
な
い
よ
う
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

に
多
大
の
関
心
を
持
っ
て
い
ク
な
構
想
が
披
露
さ
れ
た
。

る
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
た
。
心
配
無
用
、
必
ず
実
現
さ
せ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
と
フ
ィ
リ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

ピ
ン
側
と
の
２
カ
国
間
協
力
　
9
4
年
か
ら
の
岡
山
に
お
け

の
可
能
性
が
浮
上
し
、
Ｇ
Ｐ
る
社
会
運
動
で
「
西
の
ジ
ュ

Ｓ
Ｐ
の
役
割
の
具
現
化
と
し
ネ
ー
ブ
、
東
の
岡
山
」
を
掲

て
楽
し
み
で
あ
る
。
　
　
　
げ
、
世
界
平
和
に
向
け
て
人

健
康
増
進
分
野
で
は
、
災
権
と
相
互
扶
助
の
連
携
に
努

害
医
療
拠
点
の
み
な
ら
ず
、
め
て
き
た
。
「
聞
か
れ
た
相

日
常
的
な
情
報
や
技
術
の
交
互
扶
助
」
を
命
題
と
す
る
Ｇ

流
も
行
う
友
好
病
院
ネ
ッ
ト
Ｐ
Ｓ
Ｐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

ワ
ー
ク
を
拡
充
す
る
こ
と
　
「
西
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
」
に
対

に
。
貧
困
地
域
に
お
け
る
健
す
る
「
東
の
岡
山
」
の
切
り

康
増
進
の
た
め
の
プ
ラ
イ
マ
札
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

リ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
と
巡
回
診
療
Ｇ
Ｐ
Ｓ
Ｐ
の
健
康
増
進
分
野

や
、
先
端
医
療
技
術
の
移
転
と
「
岡
山
・
日
本
か
ら
世
界

な
ど
が
方
針
と
な
っ
た
。
日
に
医
療
発
信
」
を
掲
げ
る
仮

本
が
誇
る
内
視
鏡
腹
腔
技
術
称
「
国
際
医
療
貢
献
プ
ラ
ッ

に
高
い
要
望
が
あ
り
、
心
疾
ト
フ
ォ
ー
ム
」
と
の
協
力
闘

患
カ
テ
ー
テ
ル
手
術
に
も
期
係
の
構
築
に
も
意
義
が
あ

待
が
集
ま
る
。
生
活
支
援
分
る
。
関
係
者
の
方
々
の
一
層

野
で
は
、
貧
困
対
策
と
し
て
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た

の
小
規
模
融
資
は
各
国
で
既
だ
け
れ
ば
望
外
の
喜
び
で
あ

に
実
績
が
あ
り
、
有
機
農
業
る
。
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